









































































上記の例の場合、Vの“吃 ” “念 ”に完了のアスペクト助詞“了 ”を加えることに
より、概念としての動作を時間軸上に位置付けて個別具体化すなわち現実化さ


























とNとを組み合わせた“闯红灯 ”（“闯 ”〔突進する〕＋“红灯 ”〔赤信号〕）を例と
して挙げている。
　“闯红灯 ”のような概念化された情景を表すVNは個別的事例を表すVNとは異






































































































































词典》にも、“闯红灯 ”、“闹情绪 ”（気持ちが腐る・不満を抱く）、“打官司 ”（訴
訟をする）、“醒酒 ”（酔いを醒ます）、“出风头 ”（出しゃばる）のようにVとNの
意味関係が判然としないため“杂类 ”すなわち「その他」として処理されるもの




































































































― 35 ―VNにおけるNの個体性について ― Nの意味役割を中心に
本稿では語彙的意味













































































































































































































― 41 ―VNにおけるNの個体性について ― Nの意味役割を中心に
秋2004,126では先の（ケ）のように同類のVNに“读学位 ”を挙げていることから、
“读硕士 ”を「修士号を得るために学ぶ」と解釈しているようである。「修士課程



















































































アスペクト助詞“了 ”は“愁 ” “后悔 ” “操心 ”とそもそも共起できないというわ




























　次の例では一見、“不少 ” “一点儿 ”が“水 ”を修飾して個体化しているように見












































































王占华1997、同2000では、“吃大碗 ” “写毛笔 ” “听耳机 ”はそれぞれ“吃大碗｛饭

























































［“堵洞口 ”場所］［目的］［“排票 ”受動者］［“避雨 ”原因］と、②非個別の概念的事物






















































































































































































































































































































(BCC): BCC汉语语料库，北京语言大学大数据与语言教育研究所  
　http://bcc.blcu.edu.cn/
【付記】
査読担当の先生方より貴重なご意見、有益なご助言を賜りました。ここに記し
て感謝申し上げます。
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